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Ⅶ 研究のまとめ 

 研究主題「共によりよい生活を創造する子どもの育成」の下，１年次は副主題を「非認知的能力『目

標への情熱』と『粘り強さ』に着目した学びのデザインを通して」とし，研究を進めてきた。 

 本研究の結果，以下の成果と課題が明らかとなった。 

【成果】 

〇各教科等において，「共によりよい生活を創造する子ども」の育成に向けて，「目標への情熱」と「粘

り強さ」が発揮された姿を捉えてきた。その結果，笑顔や真顔などの表情と，前傾姿勢や行動の速さ，

身振り手振りといった体の動き，そして目標に向かう自らの動き出しが，「目標への情熱」を発揮する

姿の一側面として現れると分かった。また，笑顔や真顔，悩んでいる表情での継続的な取組や，動き

が止まった後に他者や掲示物，学習プリントから情報を得る行動，一往復半以上の対話，考えを見返

したり更新し続けたりする行動が，「粘り強さ」を発揮する姿の一側面として現れると分かった。 

○各教科等部では，「目標への情熱」と「粘り強さ」が発揮された姿が現れるための学びのプロセスと，

そのプロセスを生み出す真正な学びのデザインの工夫を行った。真正な学びのデザインをする際には，

「教科等を学ぶ本質的な意義に迫る学び」と，「当事者意識のある学び」や「現実の生活に近付ける学

び」とを視点とした。その結果，「目標への情熱」と「粘り強さ」を発揮する子どもが，教科等の学び

の中で見られるようになった。 

○「目標への情熱」を発揮する子どもの姿が現れた一要因を以下に記す。まず，各教科等部が真正な学

びを再考し，教師と子どもとがゴールイメージを明確にした学びのデザインの工夫をしたことで，教

科等を学ぶよさや魅力に迫る，目標への意識を高められたと考えられる。また，子どもたちの思いや

願い，必要感，困り感や，意識のつながりを基に学びのデザインの工夫をしたことで，学びを自分ご

ととして捉えられたと考えられる。 

○「粘り強さ」を発揮する子どもの姿が現れた一要因を以下に記す。まず，他の情報や友達から刺激を

受け取れる環境構成を学びのデザインに取り入れたことで，活動が止まりそうな状況の中でも，目標

を達成するための糸口や，考えを再考する必要感を見いだし，活動の継続が生まれたと考えられる。

また，「目標への情熱」が高まっていることで，途中で投げ出すことなく活動を続けられたことも要因

として考えられる。 

○「目標への情熱」と「粘り強さ」を発揮する子どもたちからは，課題を自分の力で解決していく姿や

自分にとって困難な課題においても投げ出すことなく活動に取り組む姿が見られた。これは，「共に

よりよい生活の創造」という正解のない未知の状況の中で，自分のことだけではなく，他者や社会，

自然に目を向けて，歩みを進めていくことにつながる姿である考えられる。 

【課題】 

○非認知的能力は，数値で図ることができない資質・能力である。そのため，「目標への情熱」と「粘り

強さ」が発揮されたとは断定しきれない姿も見られた。また，未だ捉えきれていない姿も存在すると

考えられる。このことから，長期的で継続的な取組と子どもたちの姿の見取りの分析とが必要となる。 

○本研究を進めていく中で，活動に没頭するあまり，他者との対話が少なくなったり，自分のこだわり

が強い発言があったりと，課題が見られた。「共によりよい生活を創造する子ども」の育成において，

目標に向かう中での，他者との協働や思いやりは欠かすことができない。そのため，他者との協働や

思いやりといった非認知的能力にも着目し，「目標への情熱」と「粘り強さ」を発揮しながらも，協働

的に自ら歩みを進めていく学びのデザインの再考が，必要である。 
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